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取
引
（
代
金
支
払
遅
延
、

不
当
な
減
額
、
受
領
拒
否

な
ど
）
を
規
制
す
る
こ
と

を
目
的
に
昭
和
31
年
に
制

　

皆
さ
ん
の

家
に
は
神
棚

は
あ
り
ま
す

か
。
我
が
家

に
も
三
社
神

棚
が
母
屋
と

事
務
室
に
そ

れ
ぞ
れ
あ
り
、

天
照
皇
大
神
宮
を
は
じ

め
、
八
百
万
の
神
々
に

日
々
の
御
礼
と
家
内
安

全
、
職
場
安
全
の
祈
願

を
毎
朝
し
て
い
ま
す
。

　

先
日
息
子
か
ら
伊
勢

神
宮
へ
初
詣
に
行
っ
て

き
た
と
神
宮
大
麻
を
渡

さ
れ
ま
し
た
。
す
で
に

お
祀
り
し
て
新
年
を
迎

え
て
い
た
我
が
家
は
、

こ
の
新
た
な
神
宮
大
麻

を
ど
う
す
る
か
、
こ
の

ま
ま
放
置
し
て
お
く
わ

け
に
も
い
か
な
い
と
頭

を
悩
ま
せ
ま
し
た
が
、

今
住
ん
で
い
る
離
れ
に

は
神
棚
が
な
い
こ
と
に

ふ
と
気
が
つ
き
ま
し
た
。

我
が
家
は
母
屋
と
離
れ

を
廊
下
で
つ
な
い
で
一

軒
家
に
し
て
い
る
の
で

す
。

　

息
子
が
そ
れ
に
気
づ

い
て
い
た
の
か
、
祀
っ

て
あ
る
こ
と
を
知
ら
な

か
っ
た
の
か
。
は
た
ま

た
神
棚
が
あ
る
の
も
知

ら
な
い
の
か
真
実
は
わ

か
り
ま
せ
ん
が
、
こ
れ

を
き
っ
か
け
に
離
れ
の

リ
ビ
ン
グ
に
も
神
棚
を

お
祀
り
す
る
こ
と
に
。

息
子
の
お
か
げ
で
前
か

ら
ど
こ
か
引
っ
か
か
っ

て
い
た
も
の
が
取
れ
た

よ
う
で
、
ま
～
す
か
っ

と
し
ま
し
た
。
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今
年
１
月
か
ら
「
下
請
法
」
が
改
正
さ
れ
「
中

小
受
託
取
引
適
正
化
法（
取
適
法
）」と
し
て
新
た

に
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
中
小
受
託
取
引
の
公
正
化

と
受
注
側
の
中
小
企
業
の
利
益
保
護
を
目
的
と
し

た
こ
の
改
正
が
建
設
業
界
に
ど
う
関
係
す
る
の
か

理
解
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

https://www.okayamakenro.or.jp/
　

旧
下
請
法
は
、
発
注
者

が
優
越
的
地
位
を
利
用
し

て
下
請
事
業
者（
受
注
者
）

に
対
し
て
行
う
不
公
正
な

定
さ
れ
た
法
律
で
す
。
今

回
の
改
正
で
「
親
」「
下

請
」
と
い
う
上
下
関
係
を

想
起
さ
せ
る
名
前
か
ら

「
委
託
」「
中
小
受
託
」
に

変
更
さ
れ
る
な
ど
用
語
も

改
め
ら
れ
ま
し
た
。
価
格

交
渉
義
務
の
強
化
、
手
形

払
い
の
原
則
禁
止
、
記

録
・
保
存
義
務
の
追
加
、

対
象
取
引
の
拡
大
も
主
な

改
正
点
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
委
託

事
業
者
に
対
し

て
中
小
受
託
事

業
者
と
の
取
引

に
お
け
る
適
正

な
対
応
を
求
め

る
た
め
、
４
つ

の
義
務
と
11
の

禁
止
行
為
が
定

め
ら
れ
て
い
ま

す
。
違
反
し
た

場
合
に
は
、
勧

告
、
指
導
の
ほ

か
、
50
万
円
以

下
の
罰
金
が
科

さ
れ
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。
取

適
法
違
反
で
公

正
取
引
委
員
会

か
ら
「
勧
告
」

を
受
け
た
場
合
、

そ
の
情
報
は
国

土
交
通
省
に
も

共
有
さ
れ
、
社

会
的
な
信
用
を

失
う
恐
れ
が
あ
る
た
め
注

意
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。建

設
業
と
の
関
係

　

建
設
業
の
仕
事
の
多
く

は
建
物
や
土
木
工
作
物
の

工
事
請
負
で
、
原
則
と
し

て
建
設
業
法
が
適
用
さ
れ

る
た
め
取
適
法
は
対
象
外

で
す
。
し
か
し
、
建
設
業

者
が
「
工
事
以
外
の
業
務

委
託
」を
行
っ
た
場
合
は
、

取
引
の
内
容
と
資
本
金
又

は
従
業
員
基
準
に
よ
っ
て

は
取
適
法
が
適
用
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
例
え
ば
、
資
材

の
加
工
や
製
造
の
外

注
、
図
面
作
成
・
設

計
業
務
の
委
託
、
測

量
・
調
査
・
検
査
等

の
業
務
委
託
な
ど
が

挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ

し
て
今
回
、
現
場
へ

の
資
材
運
送
や
残
土

運
搬
な
ど
の
「
特
定

運
送
委
託
」
も
対
象

取
引
と
し
て
新
た
に

加
わ
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
自
身
の
委

託
が
工
事
か
否
か
を

確
認
し
、
適
用
法
令

を
誤
ら
な
い
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
詳
細

は
公
正
取
引
委
員
会

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

下
請
法
か
ら
取
適
法
へ

建
設
業
で
も
一
部
取
引
で
対
象
に

　
【
組
織
対
策
部
】全
国
の

多
く
の
仲
間
組
合
と
同
様
、

建
労
岡
山
も
組
織
人
数
の

減
少
が
目
立
っ
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
４
月
当
初
は
１

１
，
３
２
１
人
で
あ
っ
た

組
織
人
数
は
、
令
和
８
年

１
月
末
時
点
で
は
１
１
，

０
３
６
人（
２
８
５
人
減
）

ま
で
落
ち
込
ん
で
お
り
、

１
０
，
０
０
０
人
台
も
目

の
前
ま
で
迫
っ
て
い
る
状

況
で
す
。

　

組
合
で
は
、
毎
年
４
月

と
５
月
の
２
ヵ
月
間
を

「
春
の
組
織
拡
大
月
間
」

と
し
、
加
入
の
呼
び
か
け

に
注
力
し
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
来
月
か
ら
始
ま

る
こ
の
期
間
を
大
切
な
機

会
と
捉
え
、
組
織
拡
大
に

向
け
た
取
り
組
み
を
進
め

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

組
織
人
数
の
実
増
に
は

加
入
者
を
増
や
し
脱
退
者

を
減
ら
す
こ
と
の
両
方
が

必
要
で
す
が
、
と
り
わ
け

新
加
入
者
を
増
や
す
こ
と

が
重
要
で
あ
り
、
難
し
い

こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。
し

か
し
、
組
合
に
加
入
す
る

人
の
大
多
数
が
仲
間
の
紹

介
が
き
っ
か
け
で
す
。

　

組
織
拡
大
の
基
本
は
、

普
段
の
現
場
で
未
加
入
者

に
声
を
か
け
な
が
ら
私
た

ち
の
組
合
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い

く
こ
と
で
す
。
一
人
ひ
と

り
の
行
動
は
小
さ
な
も
の

で
も
、
組
合
員
全
員
で
取

り
組
む
こ
と
で
大
き
な
力

に
変
わ
り
ま
す
。
仲
間
一

丸
と
な
っ
て
組
織
拡
大
に

取
り
組
み
ま
し
ょ
う
。

声かけと組合PR徹底
組織減勢１万人台目前に

建設業者（元請）

工事に用いる
資材の製造委託
〇　適　用

建設資材メーカー

販売している
資材の製造委託
〇　適　用

販売している
資材の運送委託
〇　新適用

運送業者

設計図等の
作成委託
〇　適　用

設計業者

建設工事の
再委託
×　非適用

建設業者

適用対象の拡大

面的執行の強化 禁止行為の追加

取適法のおもな改正事項
法律の題名・用語変更

・適用基準に
「従業員基準」を追加
・対象取引に
「特定運送委託」追加

委託事業者 中小受託事業者
資本金３億円超 ▶ 資本金３億円以下

資本金1000万円超３億円以下 ▶ 資本金1000万円以下

従業員300人超 ▶ 従業員300人以下
製造委託の場合

・�「協議に応じない一方的な
代金決定」を禁止
・「手形払」等を禁止

・�事業所管省庁に指導・助言
権限を付与

下請代金支払遅延等防止法
（下請法）

製造委託等に係る中小受託事業者に対する代
金の支払の遅延等の防止に関する法律（取適法）

下請代金 製造委託等代金

親事業者 委託事業者

下請事業者 中小受託事業者

第51回
衆議院議員選挙

組合推薦候補者に対するご支援、ご協
力に感謝します。
ありがとうございました。
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員
提
出
を
目
標
に
す
る
こ

と
を
提
案
し
、
承
認
さ
れ

ま
し
た
。

　

ま
た
、
２
月
１
日
に
は

西
大
寺
支
部
が
西
大
寺
ふ

れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
に
て
開

催
。
医
療
費
、
給
付
費
の

削
減
は
建
設
国
保
の
保
険

料
の
引
き
上
げ
を
抑
え
る

こ
と
に
つ
な
が
る
た
め
、

集
団
健
診
受
診
率
の
向
上

を
重
視
す
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

中
国
地
方
協
議
会
を
開
催

ハ
ガ
キ
要
請
の
時
期
考
慮
を
喚
起

　

次
年
度
の
運
動
方
針
を

決
定
す
る
支
部
定
期
大
会

が
、
１
月
下
旬
よ
り
県
下

各
支
部
で
順
次
開
催
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
１
月
25
日
に
玉

島
支
部
が
支
部
会
館
に
て
、

苫
田
西
支
部
が
鏡
野
町
ペ

ス
タ
ロ
ッ
チ
館
夢
ホ
ー
ル

に
て
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
ま

し
た
。
玉
島
支
部
は
今
年

結
成
70
周
年
の
節
目
を
迎

え
ら
れ
た
こ
と
に
支
部
長

が
感
謝
の
意
を
述
べ

ら
れ
、
80
周
年
を
目

指
し
て
決
意
を
新
た

に
一
層
努
力
す
る
こ

と
を
誓
う
と
と
も
に
、

次
年
度
も
引
き
続
き
、

集
団
健
診
や
イ
ン
フ

ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

の
補
助
な
ど
の
組
合

員
サ
ポ
ー
ト
を
し
て

い
く
こ
と
を
提
案
し

ま
し
た
。

　

苫
田
西
支
部
で
は
保
険

証
の
廃
止
に
伴
い
懸

念
さ
れ
る
仲
間
と
の

つ
な
が
り
の
意
識
低

下
に
対
し
、
何
か
あ

っ
た
と
き
に
助
け
合

え
る
強
い
組
織
作
り

が
必
要
で
あ
る
こ
と

を
再
確
認
。
私
た
ち

の
切
実
な
要
求
を
国

へ
伝
え
ら
れ
て
連
帯

の
意
識
が
強
ま
る
ハ

ガ
キ
要
請
行
動
の
全

　
【
児
島
支
部
】昨
年
12

月
16
日
、
倉
敷
市
役
所

に
て
児
島
支
部
が
毎
年

行
っ
て
い
る
地
域
の
市

立
保
育
園
・
認
定
こ
ど

も
園
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
対
す
る
感
謝
状

の
贈
呈
式
が
行
わ
れ
、

役
員
３
人
が
出
席
し
ま

し
た
。
こ
れ
は
、
伊
東

市
長
か
ら
「
児
島
支
部

の
方
に
は
自
分
の
手
か

ら
感
謝
状
を
渡
し
た

い
」
と
熱
望
さ
れ
て
行

わ
れ
た
も
の
で
、
日
時

第217章

青年部に感謝を
つないだ縁を大切に

　
【
青
年
部　

野
上
清

登（
40
歳
・
苫
田
西
）】

こ
ち
ら
の
紙
面
記
事
に

は
４
度
目
の
登
場
と
な

り
ま
す
。
そ
ん
な
私
も

40
歳
に
な
り
、
今
年
の

６
月
で
青
年
部
を
卒
業

い
た
し
ま
す
。
青
年
部

活
動
を
通
し
て
、
た
く

さ
ん
の
人
に
出
会
え
、

つ
な
が
り
を
広
げ
る
こ

と
が
で
き
た
の
は
本
当
に

嬉
し
い
限
り
で
す
。

　

29
歳
か
ら
始
め
た
シ
ャ

ッ
タ
ー
屋
も
10
年
の
キ
ャ

リ
ア
を
超
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
の
機
関
紙

に
何
度
も
登
場
し
た
こ
と

で
「
前
回
の
記
事
読
ん
だ

よ
」
と
、
倉
敷
の
仲
間
か

ら
仕
事
の
依
頼
を
い
た
だ

け
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

ち
ゃ
ん
と
活
動
し
て
い
る

と
見
て
く
れ
る
人
は
必
ず

い
て
、
そ
こ
か
ら
つ
な
が

る
縁
も
あ
る
の
だ
な
と
し

み
じ
み
感
じ
ま
し
た
。

　

こ
の
組
合
が
あ
っ
て
、

青
年
部
が
あ
っ
て
、
こ
の

機
関
紙
が
あ
っ
て
の
縁
を

今
後
も
大
切
に
し
た
い
と

思
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

を
決
め
る
の
に
は
紆
余
曲

折
が
あ
り
ま
し
た
が
無
事

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
贈
呈

式
と
は
い
え
堅
苦
し
い
雰

囲
気
で
は
な
く
終
始
和
気

あ
い
あ
い
と
し
た
空
気
が

流
れ
、
感
謝
状
と
一
緒
に

園
児
達
か
ら
の
か
わ
い
ら

し
い
手
紙
の
プ
レ
ゼ
ン
ト

も
渡
さ
れ
、
嬉
し
さ
も
倍

増
し
ま
し
た
。
受
け
取
っ

た
役
員
は
「
来
年
の
保
育

園
か
ら
の
要
望
は
全
部
取

り
組
む
ぞ
」
と
意
気
込
ん

で
い
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
の
後
、
伊

東
市
長
が
「
先
ほ
ど

表
敬
訪
問
で
い
た
だ

い
た
、
ド
リ
ア
ン
チ

ョ
コ
レ
ー
ト
を
食
べ

ま
せ
ん
か
」
と
す
す

め
て
く
だ
さ
っ
た
た

め
、
喜
ん
で
頂
戴
す

る
こ
と
に
。
と
っ
て

も
フ
レ
ン
ド
リ
ー
な

伊
東
市
長
、
ド
リ
ア

ン
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
は

独
特
な
味
で
し
た
。

支部定期大会

新年度の方針を確認
強い組織作りを目指して

　

全
建
総
連
第
41
回
中
国

地
方
協
議
会
が
１
月
14
〜

15
日
に
広
島
県
の
「
チ
サ

ン
ホ
テ
ル
広
島
」
で
開
催

さ
れ
、
全
建
総
連
の
小
倉

書
記
長
を
は
じ
め
、
中
国

地
方
の
５
県
連
の
役
員
、

青
年
部
長
等
、
計
31
人
が

出
席
。
そ
の
う
ち
建
労
岡

山
か
ら
は
本
部
四
役
、
青

年
部
長
、
書
記
が
参
加
し

て
他
県
連
の
仲
間
と
と
も

に
協
議
や
取
り
組
み
報
告

に
臨
み
ま
し
た
。

新年度に向けて一致団結（苫田西支部）

結成70周年を慶ぶ（玉島支部）

市
長
か
ら
感
謝
状
贈
呈

園
児
か
ら
の
手
紙
に
意
気
込
み

和やかな贈呈式でした

支部だより

　

中
央
情
勢
報
告
で
は
全

建
総
連
の
小
倉
書
記
長
か

ら
、
令
和
８
年
度
政
府
予

算
案
や
政
務
三
役
要
請
及

び
政
党
・
省
庁
要
請
等
、

予
算
要
求
行
動
に
関
す
る

報
告
が
行
わ
れ
「
建
設
国

保
の
ハ
ガ
キ
要
請
行
動
な

ど
は
、
各
府
省
庁
が
予
算

の
概
算
要
求
を
財
務
省
に

提
出
す
る
時
期
な
ど
を
考

慮
し
て
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
で
あ
る
」
と
喚
起
し

ま
し
た
。

　

議
事
で
は
ま
ず
、
昨
年

10
月
28
〜
29
日
に
佐
賀
県

で
開
催
さ
れ
た
全
建
総
連

第
66
回
定
期
大
会
の
総
括

を
行
い
ま
し
た
。
大
会
の

運
営
自
体
に
問
題
な
か
っ

た
も
の
の
、
会
議
中
の
質

疑
応
答
の
際
に
地
元
の
活

動
報
告
を
行
う
県
連
が
多

く
、「
経
過
や
方
針
に
つ
い

て
の
質
疑
の
時
間
を
十
分

に
と
る
べ
き
」
と
い
う
意

見
が
あ
り
ま
し
た
。

　

中
国
整
備
局
交
渉
・
広

島
国
税
局
交
渉
に
つ
い
て

は
中
国
地
協
５
県
連
の
も

ち
ま
わ
り
で
事
前
準
備
を

す
る
こ
と
を
確
認
し
、
昨

年
開
か
れ
た
中
国
地
協
青

年
部
幹
部
会
議
の
確
認
事

項
も
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
県
連
・
組
合
の
取
り

組
み
報
告
で
は
、
島
根
建

連
か
ら
建
設
業
に
従
事
す

る
女
性
の
組
合
員
に
よ
る

交
流
会
が
開
催
さ
れ
た
こ

と
を
報
告
。
鳥
取
県
連
か

ら
は
、
１
月
６
日
に
島
根

県
東
部
で
発
生
し
た
最
大

震
度
５
強
の
地
震
に
よ
り
、

消
費
者
か
ら
鳥
取
県
連
へ

５
０
０
件
程
度
の
相
談
が

あ
っ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ

ま
し
た
。

技能検定受検案内
（前期）

【検定職種】�左官、畳製作、建築板金、建具製
作、防水施工、塗装、タイル張り、
内装仕上げ施工等

【受付期間】４月６日㈪～４月17日㈮
【受 検 料】学科： 3,100円

実技：18,200円
【申 込 先】岡山県職業能力開発協会

岡山市北区出石町1-2-11
イマージュ・シャトー２階
TEL：086-225-1547

　※受検申請書は支部でも取り寄せ可能です。

青年部公式SNSのお知らせ
　青 年 部 に は 公 式LINEと 公 式
Instagramがあります
　フォローして組合の最新情報や青
年部の活動を知ろう！
【青年部公式LINE】

【青年部公式インスタグラム】

熱い仲間たちの
雄姿を知って組合を
盛り上げよう！

技能講習など
仕事に役立つ

情報がいっぱい！
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「石綿作業主任者技能講習」
開催のお知らせ

【開 催 日】R８.５月13日㈬～14日㈭
R８.７月23日㈭～24日㈮
R８.10月６日㈫～７日㈬
R８.12月２日㈬～３日㈭
R９.２月２日㈫～３日㈬
※２日間の受講が必要

【実施機関】建設業労働災害防止協会
【実施場所】�岡山建設会館�

岡山市北区平和町５-10
【受講資格】満18歳以上の者
【受 講 料】12,441円
【定　　員】�100人（予定）
　※定員になり次第締切。
　※申込み、問い合わせは所属支部まで。

　

近
年
、
交
通
事
故
全
体

に
占
め
る
自
転
車
関
連
事

故
の
割
合
と
違
反
件
数
が

増
加
傾
向
で
あ
る
こ
と
を

受
け
て
、
４
月
に
道
路
交

通
法
が
一
部
改
正
さ
れ
、

自
転
車
の
違
反
に
対
し
て

自
動
車
と
同
様
に
青
切
符

（
交
通
反
則
通
告
制
度
）

が
導
入
さ
れ
ま
す
。

　

対
象
は
16
歳
以
上
の
自

転
車
運
転
者
で
、
下
の
一

例
を
含
め
た
計
１
１
３
種

の
違
反
（
反
則
行
為
）
に

対
し
て
課
さ
れ
ま
す
。
悪

質
性
や
危
険
度
が
高
い
違

反
ほ
ど
反
則
金
の
額
が
高

く
な
り
、
酒
気
帯
び
運
転

登
録
組
合
員
を
募
集

災
害
時
の
復
興
支
援
に

　

今
月
は
神
田
労
働
対
策

部
長
（
小
田
・
大
工
／
写

真
左
）・
元
宗
労
働
対
策

副
部
長
（
赤
磐
・
建
具
工

／
写
真
右
）
を
紹
介
し
ま

す
。

　

労
働
対
策
部
は
主
に
、

安
全
衛
生
対
策
活
動
・
労

働
保
険
事
務
組
合
の
運
営

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

本
部
　

　
役
員
紹
介

増やすのは活動仲間
青年部の拡大行動目指す

や
妨
害
運
転
な
ど
の
重
大

な
違
反
は
こ
れ
ま
で
同
様

刑
事
手
続
き
（
赤
切
符
）

で
検
挙
さ
れ
前
科
が
つ
き

ま
す
。

　

さ
ら
に
、
信
号
無
視
等

の
16
種
類
の
交
通
違
反
で
、

３
年
以
内
に
２
回
以
上
検

挙
さ
れ
た
り
交
通
事
故
を

起
こ
し
た
と
き
は
、
都
道

府
県
公
安
委
員
会
に
よ
り

「
自
転
車
運
転
者
講
習
」

の
受
講
が
命
じ
ら
れ
ま
す
。

　

自
転
車
は
時
に
加
害
者

に
も
な
り
得
る
車
の
一
種

で
す
。
ル
ー
ル
を
正
し
く

理
解
し
て
安
全
運
転
を
心

が
け
ま
し
ょ
う
。

建設労報は
スマホでも読めます！
　建労ホームページでは最新の情報
を更新中！
　毎月の機関紙も掲載しています✿

　
【
住
宅
対
策
部
】組
合
で

は
万
一
の
災
害
発
生
時
に

被
災
者
へ
迅
速
な
住
宅
支

援
が
行
え
る
よ
う
、
２
つ

の
登
録
制
度
を
設
け
て
い

ま
す
。

安
全
に
働
く
環
境
に
向
け
て

　
【
青
年
部
】青
年
部
で
は

本
部
幹
事
が
組
合
本
部
に

集
ま
り
、
青
年
部
活
動
や

運
営
方
針
等
を
協
議
す
る

た
め
の
幹
事
会
を
年
に
５

応
急
修
理
制
度

　

建
労
岡
山
は
「
災
害
時

に
お
け
る
被
災
住
宅
の
応

急
修
理
に
関
す
る
締
結
」

を
平
成
26
年
２
月
に
岡
山

県
、
平
成
31
年
４
月
に

岡
山
市
の
そ
れ
ぞ
れ
で

締
結
し
て
い
ま
す
。
こ

の
協
定
は
、
災
害
に
よ

り
住
家
が
被
害
を
受
け

災
害
救
助
法
が
適
用
さ

れ
た
場
合
に
、
日
常
生

活
に
必
要
な
最
小
限
度

の
箇
所
の
応
急
修
理
を

被
災
者
の
依
頼
に
基
づ

き
、
事
前
に
登
録
さ
れ

た
応
急
修
理
の
可
能
な

事
業
者
等
が
自
治
体
を

通
じ
て
行
う
も
の
で
す
。 　

組
合
で
は
岡
山
県
を
通

じ
て
各
自
治
体
に
対
し
、

登
録
組
合
員
名
簿
を
配
付

し
て
い
ま
す
。
登
録
組
合

員
に
な
る
と
、
経
営
審
査

事
項
で
の
20
点
の
加
点
評

価
が
受
け
ら
れ
ま
す
。
登

録
に
あ
た
り
、
基
本
的
に

被
災
箇
所
の
修
理
対
応
が

可
能
で
あ
れ
ば
職
種
要
件

は
あ
り
ま
せ
ん
。

応
急
仮
設
木
造
住
宅

　

全
建
総
連
と
Ｊ
Ｂ
Ｎ

（
全
国
工
務
店
協
会
）
が

設
立
し
た
全
木
協
（
一
般

社
団
法
人
全
国
木
造
建
築

事
業
協
会
）
は
、
災
害
救

助
法
が
適
用
さ
れ
る
災
害

発
生
時
に
、
自
治
体
の
要

　

安
全
衛
生
対
策
と
し
て
、

安
全
講
習
会
・
安
全
パ
ト

ロ
ー
ル
の
取
り
組
み
な
ど

労
働
災
害
防
止
活
動
を
強

化
し
、
組
合
員
の
安
全
意

識
の
向
上
に
努
め
て
い
ま

す
。
安
全
講
習
会
で
は
、

工
事
開
始
前
の
石
綿
含
有

建
材
の
事
前
調
査
に
関
す

る
資
格
取
得
の
必
要
性
の

周
知
や
、
労
働
安
全
衛
生

に
関
す
る
改
正
な
ど
を
説

明
し
て
い
ま
す
。

　

労
働
保
険
事
務
組
合
は

組
合
員
か
ら
事
務
委
託
を

受
け
、
一
人
親
方
労
災
、

一
括
有
機
事
業
労
災
・
継

続
事
業
労
災
、
雇
用
保
険

の
加
入
・
脱
退
の
手
続
き

を
行
い
、
事
務
処
理
の
サ

ポ
ー
ト
を
し
ま
す
。

　

今
後
も
安
全
講
習
会
・

安
全
パ
ト
ロ
ー
ル
・
労
災

学
習
会
等
の
実
施
に
取
り

組
み
、
制
度
周
知
や
保
険

の
重
要
性
を
呼
び
か
け
て

い
き
ま
す
。

回
開
催
し
て
い
ま
す
。
第

３
回
目
は
１
月
９
日
に
行

い
、
13
人
の
幹
事
と
基
本

組
織
役
員
、
書
記
の
計
18

人
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
幹
事
会

で
は
、
青
年
部
に

お
け
る
組
織
拡

大
・
強
化
に
向
け

た
新
た
な
取
り
組

み
を
中
心
に
議
論

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

会
議
で
は
、
全
国

会
議
等
で
得
た
知

識
や
経
験
報
告
を

も
と
に
、
未
加
入

者
で
は
な
く
ま
ず

は
活
動
し
て
く
れ

る
仲
間
を
増
や
す
こ
と
が

大
切
で
あ
る
と
し
て
、
次

年
度
は
青
年
部
層
の
組
合

員
に
対
す
る
訪
問
行
動
を

目
指
す
と
い
う
見
解
に
至

り
ま
し
た
。

　

青
年
部
で
は
昨
年
末
、

役
員
に
支
部
青
年
部
結
成

へ
の
理
解
と
協
力
を
求
め

る
べ
く
、
未
結
成
・
休
止

支
部
を
本
部
幹
事
が
訪
問

す
る
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
ま
す
。
組
織
減
勢
が
進

む
厳
し
い
現
状
に
立
ち
向

か
う
た
め
、
青
年
部
は
さ

ら
に
協
議
を
重
ね
て
い
き

ま
す
の
で
、
ご
支
援
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

応
急
仮
設
に
従
事
す
る
組
合
員
（
能
登
）

自転車にも反則金
４月から16歳以上が対象

損保の　
　　知識
損保の　
　　知識

青年部幹事会

慎重に議論が進む幹事会

請
に
応
じ
て
応
急
仮
設

木
造
住
宅
の
建
設
を
担

っ
て
い
ま
す
。

　

組
合
で
は
迅
速
に
供

給
作
業
に
取
り
か
か
れ

る
よ
う
、
登
録
組
合
員

の
受
付
を
行
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
昨
年
２
月

に
発
生
し
た
大
船
渡
市

山
林
火
災
で
の
応
急
仮

設
建
設
現
場
に
お
い
て

Ｃ
Ｃ
Ｕ
Ｓ
に
よ
る
レ
ベ

ル
別
賃
金
も
導
入
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

こ
ち
ら
は
、
大
工
と

し
て
３
年
以
上
の
就
業

経
験
が
あ
る
70
歳
以
下

の
組
合
員
で
あ
れ
ば
登

録
可
能
で
す
。

　

い
ず
れ
も
有
事
の
際
、

地
域
復
興
支
援
と
仕
事

確
保
に
つ
な
が
る
労
働

者
供
給
制
度
で
す
。
登

録
を
希
望
さ
れ
る
方
は

所
属
支
部
に
問
い
合
わ

せ
の
上
、
申
請
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

２次元コードを
読み込んで
建労HPへGO

青切符により検挙される違反例
※これらの違反は一例です。

信号無視
6,000円

一時不停止
5,000円

遮断踏切立入り
7,000円

右側通行
6,000円

ブレーキ不良
5,000円

携帯電話使用等
12,000円
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鏡
の
前
で
楽
し
く
踊
っ

て
い
ま
す
。

　

遊
び
感
覚
で
気
軽
に

始
め
る
こ
と
が
で
き
る

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス

は
躍
動
的
で
、
か
っ
こ

い
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

が
人
気
。
経
験
な
し
で

も
自
由
に
踊
れ
、
何
歳

か
ら
で
も
気
軽
に
始
め

る
こ
と
が
で
き
る
と
の

こ
と
。

　

「
踊
り
方
の
コ
ツ
を

教
え
る
の
が
難
し
い
と

き
も
あ
り
苦
労
す
る
け

ど
、
初
め
は
踊
れ
な
か

っ
た
子
ど
も
た
ち
が
だ

ん
だ
ん
上
手
に
踊
れ
る

よ
う
に
な
り
、
感
謝
さ

れ
る
と
、
ま
だ
ま
だ
続

け
よ
う
と
思
う
」
と
う

れ
し
そ
う
。
地
元
の
イ

ベ
ン
ト
が
あ
れ
ば
参
加

し
、
ダ
ン
ス
を
披
露
し

て
い
ま
す
。

　

春
か
ら
は
年
配
の
人

た
ち
で
も
健
康

目
的
で
気
軽
に

集
ま
っ
て
ダ
ン

ス
の
機
会
が
持

て
る
よ
う
計
画

し
て
い
て
、
い

つ
か
自
分
の
子

ど
も
た
ち
が
興

味
を
も
っ
て
く

れ
た
ら
一
緒
に

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ

を
踊
り
た
い
と

話
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

板
金
工
と
し
て
働
く
河

原
さ
ん
は
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ

ダ
ン
ス
の
先
生
で
す
。

　

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
を
始
め

た
の
は
小
学
３
年
生
の
頃
。

「
子
ど
も
に
ダ
ン
ス
を
さ

せ
た
か
っ
た
」
と
い
う
両

親
に
連
れ
ら
れ
て
ダ
ン
ス

教
室
を
見
に
行
っ
た
の
が

き
っ
か
け
で
、
20
年
近
く

に
な
り
ま
す
。
今
で
は
、

小
・
中
学
生
や
高
校
生
に

ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
の
魅
力
と

踊
り
を
教
え
る
実
力
で
す
。

　

週
１
回
役
場
の
施
設
を

借
り
て
、
総
勢
20
人
ほ
ど

の
ダ
ン
ス
好
き
が
集
ま
り
、

夜
７
時
か
ら
２
時
間
程
度
、

帳
を
買
っ
て
き
た
主
人
に

「
神
社
巡
り
を
し
よ
う
」

と
誘
わ
れ
ま
し
た
。
面
白

そ
う
と
思
っ
た
私
も
さ
っ

そ
く
御
朱
印
帳
を
買
い
に

行
き
、
最
初
の
御
朱
印
を

い
た
だ
く
た
め
、
足
腰
の

神
様
が
祀
ら
れ
て
い
る
和

気
神
社
に
行
く
こ
と
に
。

行
き
当
た
り
ば
っ
た
り
の

ド
ラ
イ
ブ
の
始
ま
り
で
す
。

山
陽
道
和
気
イ
ン
タ
ー
で

降
り
、
北
上
す
る
こ
と
約

15
分
で
到
着
。
家
内
安
全

と
身
体
健
全
を
御
祈
願
さ

329

鈴の音鈴の音

今
月
の
お
も
な
行
事

今
月
の
お
も
な
行
事

躍動的でかっこいい
ダンスはまだまだ続けたい
高梁支部 河原瑞樹さん（板金工・27歳）

吉備支部
犬間　玉恵

　

私
た
ち
夫
婦
は
結
婚
し

て
43
年
。
70
歳
を
迎
え
る

私
た
ち
は
、
平
成
30
年
７

月
豪
雨
災
害
に
よ
り
、
自

分
た
ち
で
建
て
た
家
を
失

い
ま
し
た
。
絶
望
的
な
状

況
で
し
た
が
、
さ
ま
ざ
ま

な
人
に
助
け
て
い
た
だ
い

た
こ
と
で
、
被
害
か
ら
２

年
後
、
も
う
一
度
自
分
た

ち
の
生
活
拠
点
を
築
く
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。

　

あ
れ
か
ら
８
年
が
経
ち
、

心
安
ら
ぐ
日
々
を
過
ご
し

て
い
た
あ
る
日
、
御
朱
印

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
し
て
最
後
に
社
務
所
に

て
御
朱
印
を
拝
受
し
、
最

初
の
ペ
ー
ジ
が
埋
ま
り
ま

し
た
。

　

帰
る
前
に
も

う
一
つ
の
楽
し

み
、
そ
う
食
事

で
す
。
お
目
当

て
は
ト
ラ
ッ
ク

ド
ラ
イ
バ
ー
の

オ
ア
シ
ス
「
大

阪
屋
」。ボ
リ
ュ

ー
ム
満
点
の
昼

食
を
堪
能
し
、

帰
路
に
つ
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
無
理
を
せ
ず
、

ゆ
っ
く
り
と
二
人
で
神

社
巡
り
を
満
喫
し
た
い

と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

新
年
号
「
８
つ
の
ま
ち

が
い
さ
が
し
」
の
正
解
を

発
表
し
ま
す
。

　

今
回
は
66
名
か
ら
の
応

募
が
あ
り
ま
し
た
。
た
く

さ
ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
当
選

者
の
方
に
は
景
品
を
お
送

り
し
ま
す
。

　

な
お
、
当
選
者
の
発
表

に
つ
き
ま
し
て
は
景
品
の

力強いダンスを披露する河原さん（右から２番目）

e-Taxを利用して自宅で確定申告を
　マイナンバーカードとスマートフォンがあれば、
e-Taxを利用して税務署等の窓口に出向くことなく自宅
で確定申告が可能です。住所、氏名等の情報は登録した
データを保存しておくと、次年度に活用することができ
ます。
　また組合HPでは白色申告者向けに「かんたん帳簿～エ
クセル版～」を作成し、組合HPへ掲載しています。

国税庁
確定申告書等作成コーナー

健康診断に「就業判定」が
導入されます！

～みんなの健康を守り、安心して働ける職場へ～

※健診機関（一社）エヒメ健診協会に限ります。

支
部
定
期
大
会（
予
定
）

３
月
7
日

⃝
総
社
支
部
13
時
30
分
～

　

支
部
会
館

３
月
８
日

⃝
久
米
支
部
９
時
30
分
～

　

久
米
郡
商
工
会
館

３
月
15
日

⃝
赤
磐
支
部
10
時
～

　

赤
磐
市
中
央
公
民
館

⃝
英
田
支
部
10
時
～

　

街
並
み
保
存
館「
蔵
」

⃝
岡
山
支
部
13
時
～

　

�

労
働
福
祉
事
業
会
館

（
労
金
ビ
ル
）

⃝
都
窪
支
部
13
時
30
分
～

　

�

岡
山
市
サ
ウ
ス
ヴ
ィ

レ
ッ
ジ
ホ
ー
ル

３
月
21
日

⃝
井
原
支
部
13
時
30
分
～

　

支
部
会
館

３
月
29
日

⃝
笠
岡
支
部
13
時
30
分
～

　

笠
岡
市
民
会
館

和
気
神
社
へ
参
拝
し
て
き
ま
し
た

応募者の声
•�紙面が明るくて、読むのが楽しい。若い人の活躍で元気が
出ます。

•�まちがいさがしの大きさと色がはっきりしているので、探
しやすかったです。いつも楽しみにしています。

•�まちがいさがしは最後の一つがいつも見つからない…。
•�県内各地の方々の頑張りを見て我も！！と毎回楽しみに
読ませていただいてます。

•�まちがいさがしはいつも楽しみです。虫めがね必要です
（笑）
•�何でもデジタルなので、字を読むことも大切だと思い、毎
月すみずみまで目を通しています。ありがとうございます。

•�新制度の情報など載せてもらってとても助かっています。
•�あの人この人が楽しみです。色々な人から刺激を受けてい
ます。

•�カラー刷りが多くて読みやすいです。まちがいさがしはい
つも楽しみに脳トレしています。

�

発
送
を
も
っ
て
代
え
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
今
後

も
皆
さ
ん
か
ら
の
た
く
さ

ん
の
ご
意
見
・
ご
要
望
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

豪
雨
災
害
か
ら
８
年

　
夫
婦
で
始
め
た
神
社
巡
り

〈
県　

内
〉

９
日　

書
記
研
修

10
日　

青
年
部
幹
事
会

11
日

　

�

職
訓
協
会
理
事
会
運

営
委
員
会

13
日　

四
役
会
議

23
日　

予
算
編
成
会
議

27
日　

執
行
委
員
会

28
日

　

職
業
訓
練
校
卒
入
式

〈
県　

外
〉

11
～
12
日　

　

�

全
国
住
宅
対
策
活
動

者
会
議

21
〜
22
日

　

全
国
青
協
幹
事
会

ま
ち
が
い
さ
が
し

正
解
発
表

8つの


